
お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
す
よ
う
に

お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
す
よ
う
に

菊
陽
北
小
学
校
で
義
援
米
の
田
植
え

　

菊
陽
北
小
学
校
児
童
に
よ
る
田
植
え
が
6
月

24
日
、同
小
近
く
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
、5
年
生

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
小
で
は
、毎
年
も
ち
米
の
田
植
え
を
行
っ
て

お
り
、冬
に
は
餅
つ
き
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の「
被
災
地
に
義
援
米
を
届
け
た
い
」

と
い
う
思
い
を
受
け
、今
年
は
う
る
ち
米
を
植

え
、義
援
米
と
し
て
被
災
地
に
送
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
、

菊
陽
中
央
支
所
の
青
荘
年
部
や（
社
）熊
本
青
年
会

議
所
の
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、手
植
え
を

し
て
い
き
ま
し
た
。
吉
岡
誠
敏
校
長
は
、「
田
植
え

は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
る
。

良
い
米
が
被
災
地
に
届
く
よ
う
に
児
童
た
ち
と

最
後
ま
で
見
届
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

まちの
わだい
まちの
わだい

▲おいしいお米ができるようにと願いながら一つずつ植えていく
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誕生日誕生日 8月

お手伝いが大好きで野菜の水や
りやおもちゃの片付けを積極的
に手伝ってくれます。

籾田　拓海くん
（新山）　

平成１８年８月１７日生まれ

もみ た　    たく   み

お家では、お茶碗やお箸を並べ
たりお手伝いをたくさんしてく
れる優しい女の子です。

宮﨑　琴音ちゃん
（光5町内）　

平成１９年８月６日生まれ

みやざき　   こと  ね

お  がた          ま     な    か

緒方　真夏花ちゃん
（光5町内）

平成１８年８月２３日生まれ

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

こうのとり保育園

ぼくの
わたしわたしの

ぼくの
わたしの

お  がた      お がた

緒方　
平成１８年

作
者

のうごき
平成23年6月末現在　（　）内は前月比

●出生／  41 ●死亡／  15
●転入／176 ●転出／154

人　口
　男　
　女　
世帯数

３７，３６７　（＋４８）
１８，３６１　（＋２９）
１９，００６　（＋１９）
１４，３２９　（＋２１）

編集後記
　８月といえば海に祭りにいろいろなイベン
トが待っています。暑い中外出する機会が
増えますが、熱中症には気をつけたいもの
です。私は今年の夏こそつい忘れがちな日
傘や帽子を携帯しようと思います。しかし、
家の中でも熱中症は油断できません。我が
家自慢の天然のクーラーと扇風機を活用し
ながら、無理せず健康的な夏を過ごしたい
と思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　 （Ｉ）

今月の

表紙
太陽がさんさんと照る
青空の下、町内の保育
所ではプール開きが行
われました。園児たち
は、お友達と水をかけ
あったりバタ足をしたり
して大にぎわい。飛び
交う水しぶきが園児た
ちの笑顔のように、キラ
キラと輝いていました。

「ひまわり」

広
報
広
報

て
い
ま
す
。

特集　熱中症を予防しましょう……………… 2

第６回総合計画策定審議会を開催しました… 4

前期基本計画の住民懇談会を開催します…… 5
旅券の申請・交付業務を役場で開始します…… 5

今月の主な話題
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熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
予
防
を

今
夏
も
高
温
が
予
想
さ
れ
ま
す

　

昨
年
の
夏
は
、
過
去
に
例
を
み
な
い
ほ

ど
猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
件
数
や
死
亡
者
数
が
前
年
に
比
べ
て
大

幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
健
康
被
害
が
数
多

く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
梅
雨
が
明

け
、
３５
度
以
上
の
猛
暑
日
と
な
る
日
が
全

国
各
地
で
続
い
て
い
ま
す
。
福
岡
管
区
気

象
台
に
よ
る
と
、
今
夏
は
晴
れ
の
日
が
多

く
、平
均
気
温
は
「
平
年
並
」
ま
た
は
「
高

い
」
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防

庁
の
調
べ
で
は
、
７
月
１７
日
時
点
（
速
報

値
）で
救
急
搬
送
件
数
は
全
国
で
６
，
６

９
５
人
に
上
り
、
熊
本
県
で
も
３
２
２
人

が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
、
電

力
不
足
が
心
配
さ
れ
、「
節
電
」
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

例
年
以
上
に
熱
中
症
に
な
る
危
険
性
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
の
夏
は
昨
年

以
上
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
正
し
く
理
解
し
て
適
切
な

予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
も
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
適
切
な
対
処
法
を
知
っ
て
い

れ
ば
、
救
命
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
熱
中
症
は
ど
う
い
っ
た
症
状

が
現
れ
る
の
か
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い

の
か
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
と
は
】

　

気
温
・
湿
度
が
高
い
環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
暑

さ
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
な
ど
の
個

人
の
体
調
に
よ
り
、
発
生
が
高
ま
り
ま
す

の
で
、
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
屋
外
で
活
動
し
て

い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
室
内
に
い
て
も

熱
中
症
を
発
症
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
を
発
症
す
る
と
、
体
内
に
熱
が
た

ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に

は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
現

れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

【
熱
中
症
の
対
処
法
】

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、「
水
分
補
給
」

と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

熱
中
症
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

▼
高
温
多
湿
を
避
け
る
た
め
、
涼
し
い
場

所
に
避
難
す
る
▼
衣
服
を
脱
が
せ
た
り
緩

め
た
り
し
て
、
横
向
き
に
寝
か
せ
る
▼
首

周
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な
ど

を
冷
や
し
た
り
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
体
に
か

け
、
風
を
当
て
た
り
し
て
体
表
温
度
を
下

げ
る
▼
Ｏ
Ｒ
Ｓ（※

）や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
を
飲
ま
せ
て
水
分
を
補
給
す
る

▼
重
症
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ぶ
、
な
ど
し
て
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
は
注
意
が
必
要

熱中症に
ならない「節電」を

　
小
児
・
幼
児
は
汗
を
か
い
て
体
温
を
調

節
す
る
機
能
が
ま
だ
十
分
に
発
達
し
て
い

な
い
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
は
大
人
よ

り
も
高
ま
り
ま
す
。
晴
れ
た
日
は
、
地
面

に
近
い
ほ
ど
気
温
が
高
く
な
る
た
め
、
大

人
が
暑
い
と
感
じ
て
い
る
と
き
は
、
幼
児

は
さ
ら
に
高
温
の
環
境
に
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
大
人
は
子
ど
も
を
十
分
に
観
察

し
、
水
分
補
給
や
休
憩
を
と
ら
せ
、
気
温

に
あ
っ
た
服
装
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
、
加
齢
に
よ
り
暑
さ
や
の
ど

の
渇
き
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
り
、
暑

さ
に
対
す
る
体
の
調
節
機
能
も
低
下
す
る

こ
と
か
ら
、
体
に
熱
が
た
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
た
り
、
温

度
が
上
が
っ
た
ら
エ
ア
コ
ン
を
付
け
た
り

し
て
、
体
や
室
内
に
熱
が
た
ま
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
体
調
が
悪
い
と

感
じ
た
ら
、
家
族
や
近
所
の
人
に
そ
ば
に

い
て
も
ら
う
な
ど
、
早
め
に
周
り
の
人
の

力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。

　
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、

予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
気
象
庁
で
は
、
気
温
３５
度
以
上
の
猛
暑

日
が
予
想
さ
れ
る
地
域
を
事
前
に
発
表
す

る
「
高
温
注
意
情
報
」
の
発
表
を
始
め
ま

し
た
。
発
表
さ
れ
た
地
域
は
、
特
に
熱
中

症
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
い
え
る

た
め
、
熱
中
症
対
策
が
必
要
で
す
。
こ
の

よ
う
な
情
報
を
知
っ
て
お
け
ば
、
熱
中
症

に
か
か
り
や
す
い
高
齢
者
、
障
が
い
者
や

子
ど
も
を
、
周
囲
が
協
力
し
て
注
意
深
く

見
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
一
人

一
人
が
自
分
自
身
の
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
な
が
ら
周
囲
の
人
に
も
気
を
配
り
、
熱

中
症
の
予
防
を
呼
び
か
け
合
う
こ
と
で
、

熱
中
症
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
国
か
ら
も
節
電
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
節
電
を
意
識
す

る
あ
ま
り
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
て
は
、

元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
気
温
や
湿
度
の
高

い
日
に
は
、
決
し
て
無
理
な
節
電
は
せ
ず
、

適
度
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
い
な
が
ら
、

エ
コ
で
健
康
的
な
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

■熱中症の症状と対処法■平成２３年熱中症による救急搬送状況（週別推移）

涼しい場所へ移動・
安静・水分補給

症状が改善す
れば受診の必
要なし

救 急 車（119）
を要請

口から飲めな
い場合や症状
の改善が見ら
れない場合は
受診が必要

涼しい場所へ移
動・体を冷やす・
安静・十分な水
分と塩分の補給

涼しい場所へ移
動・安 静・体 が
熱ければ保冷剤
などで冷やす

めまい、立ちくらみ
筋肉痛、大量の汗

頭痛、吐き気
体がだるい
力が入らない

意識障害
けいれん
運動障害

軽

中

重

重症度 症状 対処 医療機関へ

今
年
の
夏
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
を
挙
げ
て
「
節
電
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
過
度
の
節
電
は
、
熱
中

症
を
起
こ
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
、
正
し
く
理
解
し
予
防
に

努
め
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
節
電
中
で
も
気
温
の
高
い
日
は
無
理
を
せ
ず
エ

ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
、
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

節
電
は
無
理
の
な
い
よ
う
に

東熊本第二病院院長
（菊陽町医師団代表）

I N T E R V I E W

1_ 室温２８度を目安に、エ
アコンと扇風機を上手に使
いましょう。
2_ 不必要な照明を消した
り、待機電力を減らすなど、
無理なくできる節電をしま
しょう。
3_ 遮光カーテン、すだれ、
打ち水などで、室温が上がり
にくい環境をつくりましょう。

馬場 太果志さん

　猛暑だった昨年の夏は、熱中症による死亡者
数が 1,700 人を超え、その８割が６５歳以上の
高齢者でした。高齢者の中にはエアコンが苦手
で使用しなかったり、自分は大丈夫と思ったりす
る人もいるかもしれませんが、実は家の中にい
る人ほど重症になりやすいんです。「節電の夏」
といっても、エアコンや扇風機を上手に使いな
がら過ごしやすい環境をつくることが大切です。
　また、暑い日や湿度の高い日は特に汗をかき
やすくなります。汗をかくと、体内の水分や塩
分を失うので水分補給がかかせませんが、ここ
で水だけを補給すると塩分が足りなくなってしま
います。ＯＲＳ（※）を飲むことをお勧めしますが、
なければスポーツドリンクに少量の塩を入れて
塩分を補給する方法もあります。夏は食欲がな
くなってしまう時期ですから、普段からしっかり
食事をとって、体に必要な水分、塩分やエネル
ギーを摂取しましょう。
　熱中症は一人では予防できません。特に一人
暮らしの高齢者には周りの人の協力が必要で
す。地域のみんなで見守り合って予防・早期発
見を心掛けましょう。

※ORSとは、水分と塩分をすばやく補給できるように※ORSとは、水分と塩分をすばやく補給できるように
　ナトリウムとブドウ糖の濃度を調整した飲料のこと。　ナトリウムとブドウ糖の濃度を調整した飲料のこと。
※ORSとは、水分と塩分をすばやく補給できるように
　ナトリウムとブドウ糖の濃度を調整した飲料のこと。

（総務省消防庁ホームページより）

35℃

30℃30℃30℃

屋外では帽子

水分を
こまめに摂取

日陰を利用する

首周りやわきの
下を冷やす

202 291 220

3,196

4,6624,662 4,862

6,6,6956,695

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（人） 平成23年 5月 30日～7月 17日（合計速報値）

※救急搬送状況は、最新のデータを使用していますが、あくまでも速報値です。
　後日修正されることもありますのでご了承ください。

321
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「
学
校
教
育
の
充
実
」、「
生
涯
学
習
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
」、「
文
化
・
芸
術

の
振
興
」の
３
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
る
力
」を
育
成
す
る
た
め
、学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
に
よ
る
特
色
あ

る
学
校
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
と
文
化
に

触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　　
「
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
保
持
、増
進
」、

「
地
域
福
祉
の
充
実
」、「
高
齢
者
福
祉
の

充
実
」、「
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」、「
子

育
て
支
援
の
充
実
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
へ
の
支
援
」、「
社
会
保
障
制
度
の
適
切

な
運
営
」の
７
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
施
策
を
展
開

し
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
や
地
域
で

　

広
報
き
く
よ
う
７
月
号
と
本
号
で
概
要

を
お
知
ら
せ
し
て
き
た
前
期
基
本
計
画

（
素
案
）に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
住
民
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
懇
談
会
で
は
、
町
長

を
は
じ
め
役
場
職
員
が
出
席
し
、
分
野
ご

と
に
素
案
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
区
単
位
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
制
限
は
設
け
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

生
活
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

　　
「
防
災
対
策
の
充
実
」、「
消
防
・
救
急

対
策
の
充
実
」、「
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

の
充
実
」、「
消
費
者
保
護
対
策
の
充
実
」

の
４
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
強
化
や
消
防
本
部
、
県
警

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
・
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
保
護
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
「
農
業
の
振
興
」、「
工
業
の
振
興
」、「
商

業
の
振
興
」、「
観
光
の
振
興
」
の
４
章
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
・
工
業
・
商
業
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
農
商
工
連
携
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
点
を
整
理
す

る
た
め
の
第
７
回
審
議
会
を
行
い
、
８
月

中
〜
下
旬
に
住
民
懇
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。

６
月
２８
日
に
第
６
回
目
の
審
議
会
を
開
催
し
、前
回
に
引
き
続
き
、前
期
基
本
計
画

（
素
案
）の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

前
期
基
本
計
画（
素
案
）は
８
編
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
前
回
の
審
議
会
で
は
そ
の

う
ち
の
半
分
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
が
、今
回
は
、残
り
の
半
分
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
の
で
、そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
前
期
基
本
計
画（
素
案
）に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。 問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

■開催日・会場

■一般旅券手数料

総合
計画
第
６
回
菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
人
・
緑　

未
来
輝
く
生
活
都
市　

き
く
よ
う
」
の
実
現
に
向
け
て

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

総合
計画
前
期
基
本
計
画（
素
案
）の
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

次
の
５
年
間
に
向
け
て
、
意
見
交
換
し
ま
せ
ん
か

■開催時間　午後７時３０分～午後９時３０分
※駐車場に限りがありますので、車でお越しの場合は乗り合わせでご来場くださいますようお願いします。

▲各分野について深く議論が交わされました

▲今年１～２月に行われた町政懇談会

予定校区 開催日 会場

有効期間 収入印紙 熊本県収入証紙 合計

具体的な施策

１０年
5年（12歳以上）
5年（12歳未満）

14,000 円
　9,000 円
　4,000 円

2,000 円
2,000 円
2,000 円

16,000 円
11,000 円
6,000 円

菊陽南小学校区
菊陽西小学校区
菊陽中部小学校区
菊陽北小学校区
武蔵ヶ丘小学校区
武蔵ヶ丘北小学校区

８月１７日 (水 )
８月１９日 (金 )
８月２２日 (月 )
８月２４日 (水 )
８月２６日 (金 )
８月２９日 (月 )

南部町民センター
三里木町民センター
老人福祉センター
ふれあいの森研修センター
武蔵ヶ丘コミュニティセンター
西部町民センター

個
性
を
引
き
出
し
、
感
性
を
磨
く

ま
ち
づ
く
り（
教
育
・
文
化
）

地
域
で
支
え
合
い
、
み
ん
な
が

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
健
康
・
福
祉
）

住
み
よ
い
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り（
防
災
・
消
防
・
防
犯
等
）

第 1編第 2編

第 5編

働
き
や
す
く
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り（
産
業
）

第 6編

• 基礎・基本の徹底と、学校・家庭・地域社会の連携による
 特色ある教育活動の充実
• 生涯学習活動や生涯スポーツ活動の推進
• 施設や設備の計画的な整備・充実
• 自主文化事業の実施や町指定文化財の保護・保存

• 身近な施設や病院における健診の実施
• 社会参加活動の支援
• 地域包括支援センター体制の充実
• 在宅福祉サービスの充実
• 子育て支援環境の充実
• 国民健康保険や介護保険の円滑な運営と、健全財政の確保
• 民生委員児童委員との連携

• 総合防災訓練の実施
• 自主防災組織の育成
• 災害時要援護者避難支援計画に基づく支援体制の確立
• 消防団員確保と組織力の強化
• 悪徳商法などに関する適切な情報提供

• 高品質・低コスト・安全な売れる農畜産物づくりの推進
• 企業誘致の促進と既存企業の育成・強化
• 店舗間の連携強化
• 「鼻ぐり井手」を中心とした特徴ある観光拠点の形成

第
１
編

第
２
編

第
５
編

第
６
編

こ
れ
ま
で
、県
の
窓
口
で
旅
券
の
申
請
・
交
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、１０
月
１
日

か
ら
、町
民
課
で
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
申
請
・
交
付
業
務（
土
日
祝
日
・
休
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）を
開
始
し
ま
す
。

旅券
■
旅
券
申
請
・
交
付
場
所

　

菊
陽
町
役
場　

町
民
課（
本
庁
舎
の
み
）

■
取
扱
日
・
時
間

【
申
請
】
月
〜
金
曜
日　

　
　
　

  

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

【
交
付
】
月
〜
金
曜
日　

　
　
　

  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
所
要
日
数
】

　

申
請
し
た
日
か
ら
最
短
で
１３
日
間

■
対
象
者

　

本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
居
所
が
あ
る
人
。

■
注
意
事
項

　

１０
月
１
日
か
ら
、
菊
池
地
域
振
興
局
窓

口
を
は
じ
め
と
す
る
県
の
旅
券
窓
口
で
の

申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
海
外
で
親
族
な
ど
が
病
気
、

事
故
な
ど
に
よ
る
死
亡
な
ど
に
よ
り
緊
急

に
渡
航
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に
限

り
、
従
来
ど
お
り
熊
本
県
庁
旅
券
セ
ン

タ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

９
月
３０
日
ま
で
に
、
県
の
窓
口
で
申
請

し
た
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）は
、
１０
月
１

日
以
降
で
あ
っ
て
も
申
請
し
た
県
の
窓
口

で
の
受
領
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

取
扱
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
一
般
旅
券

発
給
申
請
書
」
に
次
の
必
要
書
類
を
添
付

し
町
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

❶
戸
籍
謄（
抄
）本…

１
通

❷
住
民
票…

１
通（
住

基
シ
ス
テ
ム
の
利

用
を
希
望
す
る
場

合
は
省
略
で
き
ま

す
）

※

❶
❷
い
ず
れ
も
発

行
日
か
ら
６
カ
月

以
内
の
も
の
。

❸
旅
行
用
写
真…

１

枚
（
６
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）

❹
本
人
確
認
の
た
め

の
書
類（
運
転
免
許

証
な
ど
）

❺
前
回
取
得
し
た
旅

券
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
旅
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

旅
券
の
申
請
・
交
付
業
務
を
役
場
で
開
始
し
ま
す

今
年
１０
月
１
日
か
ら

問 

町
民
課　

町
民
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４
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本
町
で
は
、
就
学
前
児
童
の
増
加
に
よ
り
保
育
所
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
に
認
可
保
育
所
の
設
置
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

問 

福
祉
課　

保
育
所
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

保育
■
設
置
区
域

　
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
校
区
と
そ
の
周
辺
地
域

■
施
設
数

　

２
カ
所（
定
員
各
９０
人
）

■
保
育
所
の
開
所
時
期　

　

平
成
２５
年
４
月
１
日

■
土
地　

　

応
募
者
で
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
施
設
整
備（
建
物
）

　

施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
は
、
菊
陽
町

安
心
こ
ど
も
基
金
特
別
対
策
事
業
補
助
金

交
付
要
領
に
該
当
す
る
場
合
、
同
補
助
金

を
交
付（
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
た
場
合
）

す
る
予
定
で
す
。
補
助
金
を
受
け
る
場
合

に
は
、
平
成
２４
年
３
月
ま
で
に
施
設
整
備

に
着
手
し
、
平
成
２４
年
度
ま
で
に
完
了
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
資
格（
主
な
も
の
）

❶
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
ま
た
は
開
設
ま

で
に
社
会
福
祉
法
人
認
可
を
受
け
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

❷
社
会
福
祉
法
、
児
童
福
祉
法
な
ど
を
熟

知
し
、
保
育
事
業
に
熱
意
と
理
解
を
持

ち
、
保
育
所
の
運
営
を
適
切
に
行
う
能

力
を
有
す
る
こ
と
。

❸
事
業
者
や
事
業
者
の
代
表
者
が
、
国
税

や
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

❹
事
業
者
の
関
係
者
が
暴
力
団
ま
た
は
そ

の
関
係
者
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
手
続

•
受
付
期
間　

　

８
月
１０
日（
水
）〜
８
月
３１
日（
水
）

　
（
土
日
祝
日
は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
）

•
受
付
場
所

　

菊
陽
町
役
場　

福
祉
課

•
提
出
書
類
な
ど

　

｢

菊
陽
町
民
間
保
育
所
設
置
認
可
事
業

者
募
集
要
項｣

で
定
め
る
も
の（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）。

■
そ
の
他

　

今
回
の
募
集
で
決
定
し
た
事
業
者
は
、

県
へ
児
童
福
祉
施
設
設
置
認
可
申
請
を
行

う
際
、
適
格
者
と
し
て
町
が
推
薦
す
る
も

の
で
す
。
設
置
認
可
を
約
束
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る｢

菊
陽
町
民
間
保
育
所
設
置
認
可

事
業
者
募
集
要
項｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
可
保
育
所
の
設
置
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

保
育
所
の
新
設
に
向
け
て

　

樹
木
の
枝
が
車
道
や
歩
道
へ
張
り
出
し

て
い
る
場
所
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
通
行
に
支
障
が
あ
る
と
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
起

因
し
て
車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
樹
木
所
有
者
に
損
害
賠
償
な

ど
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
民
法
第
７
１
７
条:

土
地
の
工
作
物
の

占
用
者
及
び
所
有
者
の
責
任
）。

　

道
路
上
空
へ
の
は
み
出
し
や
立
ち
枯
れ

木
の
道
路
へ
の
倒

木
、
竹
林
な
ど
の
繁

茂
に
よ
る
道
路
へ
の

飛
び
出
し
が
見
ら
れ

る
土
地
所
有
者
は
、

個
人
の
管
理
・
責
任

の
も
と
、
枝
払
い
や

伐
採
な
ど
の
処
置
を

取
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係（
町
道
）　

☎（
２
３
２
）２
１
１
５

問 

菊
池
地
域
振
興
局
土
木
部
維
持
管
理
課（
県
道
）　

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
１
６
７

樹
木
は
伐
採
し
て
く
だ
さ
い

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

お願い
■
新
任
農
業
委
員
の
紹
介

　

議
会
推
薦
の
選
任
農
業
委
員
と
し
て
、

川
俣
鐵
也
議
員
と
吉
本
孝
寿
議
員
に
町
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
業
委
員
会
新
会
長
の
紹
介

　

６
月
２４
日
の
定
例
農
業
委
員
会
で
、
新

会
長
に
那
須
眞
理
子
委
員（
鉄
砲
小
路
）

が
満
場
一
致
で
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

問 

農
業
委
員
会　

☎（
２
３
２
）４
９
２
４

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
農
業
委
員
・
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

農業
委員

■日時

※駐車場に限りがありますので、できる限り乗り合わせでお越しください。

■場所

■内容

９月３日（土）　午前９時４５分～正午

　菊陽町図書館ホールで、昨年もたくさんの人にご
来場いただいた「陽っ子まつり」を開催します。今年
も昨年に引き続き、子育て相談コーナーや、食育・伝
承遊び・ベビーマッサージなど、いろんなブースで
の催しもののほか、ステージでは、交通安全教室、救
命教室をはじめ、「いちごくらぶ」による歌ったり、
踊ったり、ふれあい参加型のコンサートを計画して
います。当日は、くまモンも登場予定です。
　町内にお住まいの人はもちろん、町外の人も大歓
迎です。入場無料ですので、皆さんのお越しをお待ち
しています。

午前９時３０分　受付開始
午前９時４５分　開会式
午前１０時    　  交通安全教室（大津地区交通安全協会）
午前１０時３０分 救命教室（菊池広域連合南消防署）
午前１１時         いちごくらぶによるコンサート
正午　　　　　  閉会式

菊陽町図書館ホール

みなさん
お待ちしてま～す！

入場
無料陽っ子まつりを開催します第７回菊陽町

次世代育成支援

問 福祉課　子育て支援係　☎（232）4913

ひかり

▲那須 眞理子会長

▲川俣 鐵也委員

▲吉本 孝寿委員

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
菊
陽
町

の
こ
と
で
疑
問
に
思
う
こ
と
や
考
え
る
こ

と
、
菊
陽
町
の
将
来
に
対
し
て
聞
き
た
い

こ
と
を
、
実
際
に
町
長
な
ど
に
議
会
議
場

で
質
問
し
た
り
、
提
案
し
た
り
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
町
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
政
治
を
よ
り
身
近
な
も

の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　

８
月
９
日（
火
）　

午
前
１０
時

■
場
所　

菊
陽
町
議
会
議
場

■
質
問
者　

両
中
学
校
か
ら
８
人
程
度

■
議
長　

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
生
徒
会
長

■
議
員　

１３
人（
菊
陽
中
学
校
６
人
、
武

　

蔵
ヶ
丘
中
学
校
７
人
）

■
答
弁
者　

町
長
ほ
か

■
そ
の
他　

傍
聴
は
人
数
に
限
り
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
子
ど
も
議
員
の
保
護
者
１

　

人
を
優
先
し
ま
す
。

問 

学
務
課　

☎（
２
３
２
）４
９
１
８

問 

議
会
事
務
局　

☎（
２
３
２
）４
９
１
９

「
菊
陽
町
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
す

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
町
の
疑
問
を
探
り
未
来
を
展
望
す
る

子ども
議会

　

菊
陽
町
図
書
館
で
勤
務
す
る
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
今
回
募
集
す
る
臨
時
職
員

の
業
務
は
「
司
書
業
務
」
で
す
。
勤
務
開
始

は
本
年
９
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員　

３
人
程
度

■
勤
務
時
間

　

交
代
勤
務
に
よ
る
月
１６
日
程
度
の
勤

務
。午
前
９
時
２５
分
〜
午
後
６
時
１０
分（
木

曜
日
勤
務
の
み
、
午
前
１１
時
２５
分
〜
午
後

８
時
１０
分
の
勤
務
あ
り
）。

■
業
務
内
容　

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
一
般
的

な
公
共
図
書
館
業
務
。

■
賃
金
日
給　

　

司
書　
　

６
，
５
６
０
円

　

司
書
補　

６
，
３
２
０
円

■
応
募
資
格　

　

１８
歳
以
上
で
、
司
書
ま
た
は
司
書
補
資

格
を
有
し
、パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
。

※

応
募
す
る
人
は
、
履
歴
書（
写
真
付
）

と
自
己
Ｐ
Ｒ
書
を
自
書
し
、
司
書
ま
た

は
司
書
補
の
資
格
証
明
書（
写
し
）と

あ
わ
せ
て
菊
陽
町
図
書
館
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い（
郵
送
等
不
可
）。

■
応
募
期
限　

８
月
１５
日（
月
）
午
後
５
時

問 

菊
陽
町
図
書
館　

☎（
２
３
２
）０
４
０
４

菊
陽
町
図
書
館
臨
時
司
書
職
員
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
で
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

募集
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医療機関名 所在地

■対象者　20歳代の女性
　（昭和 57年４月１日～平成４年３月 31日生まれ）
■実施期間　10月17日（月）～平成24年１月31日（火）
■検診料金　1，500 円
※「女性特有のがん検診推進事業」の対象となる人は、
すでに配布している無料クーポン券を検診日に持参
してください。料金は無料です。
■申込方法　８月１日（月）～８月 31日（水）までに、電
話で健康・保険課にお申し込みください。後日、申
し込まれた人に受診票を郵送します。

※受診票を受け取ってから医療機関へ予約してください。

　次のとおり集団検診を予定しています。対象者には、
８月上旬に申込書を郵送しますので、内容を確認し、
お申し込みください。
※子宮がん検診は、町が指定する医療機関での受診も
できます。希望する場合は申込書でお申し込みくだ
さい。
■対象者　30歳代女性
　（昭和 47年４月１日～昭和 57年３月３１日生まれ）
■実施期間　11月中旬予定
■検診料金　下表記載
※「女性特有のがん検診推進事業（子宮がん検診）」の対
象となる人は、すでに配布している無料クーポン券を
検診日に持参してください。料金は無料です。

●子とは、18歳到達年度末日までの子、もしくは２０歳
までの 2級以上の障害がある子のこと。
●障害の等級は、年金法で定められた等級（身体障害者
手帳などの等級とは基準が異なります）。
●老齢年金を受けるためには、保険料を納めた期間な
どが 25年以上あることが必要です。国民年金保険料

を納めていない期間があると、老齢基礎年金が減額
されたり障害年金や遺族年金を受けられないことが
ありますので、ご注意ください。
●老齢基礎年金は６０歳から６５歳までの間で繰り上げ
請求をすることができます。なお、老齢厚生年金や
老齢基礎年金は繰り下げ請求も可能です。

子宮がん検診・乳がん検診を行います（事前予約必要）
20 歳代・30歳代の女性の皆さんへ

問 健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

検診

どんなとき、どんな年金が受けられる？
年金早見表

問 町民課　年金係　☎（232）4914　問 熊本西年金事務所　☎（353）0142

年金

ちが産婦人科
菊陽レディースクリニック
池田クリニック
兼城産婦人科医院
片岡産婦人科

菊陽町原水
菊陽町新山
合志市幾久富
熊本市武蔵ヶ丘
熊本市龍田

老齢年金 60歳・65歳に
なったとき

特別支給の老齢厚生年金
(厚生年金を１年以上かけた人)

̶

老齢基礎年金

障害基礎年金
(２級以上の障害)

̶

遺族基礎年金

死亡一時金または
寡婦年金

老齢厚生年金(厚生年金をかけた
期間が１年未満の人)

障害厚生年金(３級以上の障害)

障害手当金(３級よりやや軽い
障害が残ったとき)

遺族厚生年金

遺族厚生年金

本人
60歳

65歳

障害が
残ったとき

死亡時

本人

子のある妻
または子
子のない
妻など

病気やケガなどで
障害が残ったとき

一家の担い手が
亡くなったとき

障害年金

遺族年金

■検診場所　町が指定する医療機関

検診名 料金（※）内容
乳がん検診
子宮がん検診
骨粗しょう症検診

視触診＋超音波
子宮頸部細胞診
超音波（かかと）

1,500円
1,000円
500円

■複合検診場所　町の施設

どんなとき もらえる人 請求するとき 厚生年金の給付 国民年金の給付

■
日
時　

１０
月
１６
日（
日
）　　
　

　
　
　
　

午
前
８
時
受
付
開
始

■
場
所　

•
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル（
受
付
・
開
始
式
）

•
菊
陽
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

　
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
、
表
彰
式
）

•
菊
陽
町
内
特
設
コ
ー
ス　

　
（
約
７
㌔
・
２
時
間
３０
分
程
度
）

■
対
象
者　

　

年
齢
制
限
な
し

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
競
技
方
法　

　

コ
マ
図
と
記
録
票
を
携
帯
し
、
チ
ー
ム

に
よ
る
団
体
行
動
と
し
ま
す
。
時
間
得

点
と
観
察
・
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の

課
題
得
点
を
合
計
し
て
競
い
ま
す
。

■
定
員　

　

３０
チ
ー
ム
程
度（
１
チ
ー
ム
３
〜
５
人
）

■
申
込
方
法　

　

指
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ねんりんピック 2011 熊本は、全国から約１万人の選手が参加する、60 歳以上の人を
中心としたスポーツと文化の祭典です。その総合開会式（10/15 熊本県民総合運動公園）
と総合閉会式（10/18 崇城大学市民ホール）の一般観覧者を募集しています。熊本の
文化や伝統が盛り込まれた祭典を、ぜひご観覧ください。

▼式典・アトラクションの内容
　❶総合開会式：葦北鉄砲隊による祝砲披露、八代妙見祭、八朔祭、牛深ハイヤ、
　　　　　　　　高校生によるマーチングなど
　❷総合閉会式：肥後てまりや合唱、山鹿灯籠踊りなど

▼大会ＨＰ　http://www.nenrinpic2011.jp　「ねんりん 2011」で検索！

▼問い合わせ　ねんりんピック 2011熊本実行委員会事務局　☎（333）2011

■
申
込
先　

　

〒
８
６
９‒

１
１
９
２　

　

菊
池
郡
菊
陽
町
大
字
久
保
田
２
８
０
０

番
地　

菊
陽
町
役
場（
介
護
保
険
課
内
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ:
（
２
３
２
）６
６
７
６

　

メ
ー
ル:araki-hi@

tow
n.kikuyo.lg.jp

■
受
付
期
限　

　

９
月
２
日（
金
）（
申
込
順
）

※

既
定
チ
ー
ム
数
に
達
し
た
場
合
は
、
申

込
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
参
加
費　

　

１
人
５
０
０
円（
保
険
料
、
だ
ご
汁
・

お
に
ぎ
り
・
お
茶
を
含
む
）

※

申
込
時
に
、
介
護
保
険
課
へ
持
参
す
る

　

か
、
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
ん
で
く
だ

　

さ
い（
振
込
手
数
料
は
申
込
者
負
担
）。

【
振
込
先
】

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
七
一
八
店（
普
通
口
座
）

　

口
座
番
号:

１
４
３
４
０
３
７

　

口
座
名
義:

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０

　

１
１
熊
本
」
菊
陽
町
実
行
委
員
会

■
そ
の
他　

❶
疾
病
・
傷
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

主
催
者
は
応
急
手
当
以
外
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

❷
傷
害
保
険
は
、主
催
者
で
加
入
し
ま
す
。

❸
参
加
費
受
領
後
に
参
加
を
取
り
消
し
た

　

場
合
で
も
、参
加
費
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
締
め
切
り
後
や
当
日
の
申
し
込

　

み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

❹
参
加
費
受
領
後
、
チ
ー
ム
の
代
表
者
へ

「
受
付
証
」
を
送
付
し
ま
す
。

※

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
ル
ー
ル
や
詳
し
い

申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総合開閉会式の一般観覧者を募集中！

20 歳代の子宮がん検診を医療機関で行います 30歳代の複合検診を町の施設で行います

い
よ
い
よ
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本
が
１０
月
１５
日（
土
）〜
１８
日（
火
）

の
４
日
間
、
県
内
の
各
市
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
町
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
会
場
で
す
。
そ
こ
で
、「
高
齢
者
の
部
」
に
加
え
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
「
一
般
参
加
の
部
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

問 

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係　

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

募集
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会　

菊
陽
」の

　
　
　
　
　
　
　

一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ふ 

れ 

愛

in

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本

ふ
れ
愛
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■主催　菊陽町
■後援　菊陽町人権教育推進協議会
　　　　菊陽町ＰＴＡ連絡協議会
　　　　菊陽町同和問題を考える企業連絡会
■問い合わせ　　
　　　　人権教育・啓発課　☎（232）2113
 

　３年前に私が菊陽町に来たときは、とても蒸し暑い
日だったのを今でも覚えています。セミの鳴き声と、
広々とした田んぼに出迎えられ、出身地のデンバーと
は大違いだと思いました。私は、日本語が全く理解で
きなかったので、これから何が起こるか予想もつきま
せんでした。どうやって買い物に行けばいいのか、バ
スに乗ればいいのか、食事をすればいいのかさえもわ
からず、日本で生活していけるのかとても不安でした。
　しかし、私の不安はすぐになくなりました。菊陽町
の皆さんはとても親切で、優しい人ばかりだったから
です。お店の店員さんは支払いの計算を手伝ってくれ
たり、電車の車掌さんは時刻を書いてくれたり、町の
子どもたちは、どこへ行っても「こんにちは」と声を
かけてくれました。私は、菊陽町の人たちの優しさや
素晴らしさに感動し、生活するならば菊陽町が日本で
一番だと確信しました。
　私は、ALTの仕事を通して２歳から80歳までの人
たちに英語を教えました。さくら園、みどり園、白菊
園となかよし園で教えたことは、私にとって大好きな
経験の一つになりました。なぜなら、子どもたちが英
語を勉強することにとても興味を持っていてくれたか
らです。南小、北小、中部小学校で英語を教えたこと
もまた、素晴らしい経験になりました。小学校の子ど
もたちや先生方は元気があって、英語や外国文化を学
ぶことに対してとても熱心でした。菊陽中学校での指
導では、生徒たちの英語力が上がり、私とコミュニケー
ションが取れるようになっていった彼らの成長を見る
ことができて、素晴らしい経験になりました。それか
ら、三里木町民センターでの英会話クラスも、私に
とってすてきな思い出の一つになりました。なぜなら、
皆さんととても仲良くなり、良い友達同士になれたか
らです。私が日本を理解することを手助けしてくれた
生徒の皆さんには、とても感謝しています。
　８月に私はアメリカに帰り、経営学の勉強を続けよ
うと思います。この３年間で私は大きく変わりました。
私が日本で得たことを持ち帰るとともに、アメリカの
ことを何か少しでも、皆さんに残すことができれば幸
いです。私は菊陽町に住み、英語を教える機会に恵ま
れたことにたいへん感謝しています。世界中からもっ
とたくさんの人々がＪＥＴプログラムを通して、菊陽
町を訪れることを願っています。訪れた人は必ず菊陽
町を大好きになるでしょう。
　菊陽町、そしてこの町を特別なものにしてくれた全
ての人たちのことは、決して忘れません。そしていつ
か、アメリカにいる私に会いに来てください。

カサンドラ　

　I still remember that hot humid day when I 
arrived in Kikuyo three years ago, greeted by the 
sound of cicadas and endless rice fields, a far cry 
from the city life of my hometown Denver. I 
couldn’t understand any Japanese and I wasn’t 
sure what to expect. How would I do simple things 
like go shopping, ride a bus, or even eat? I was 
very worried about how I would survive in Japan. 
　But it turns out that I didn’t have to be worried. 
The people of Kikuyo Town were so kind and 
helpful to me. The shopkeepers helped me count 
Japanese yen, the train conductors wrote down 
times for me, and Kikuyo children would call out, 
“Hello!” wherever I went. I was shocked at how 
wonderful and gracious the people in Kikuyo 
Town were. I am convinced that I live in the best 
town in Japan! 
　I have taught all ages from 2 to 80 years old. 
Teaching at kindergarten, Sakura, Midori, Shi-
ragiku and Nakayoshi, has been one of my favorite 
experiences because the children are so excited to 
learn English. Teaching at elementary schools, 
Minami, Kita and Chubu was another fantastic ex-
perience because the children and teachers are so 
energetic to learn about English and foreign cul-
tures. Teaching at Kikuyo Junior High School was 
an amazing experience because as the students 
progressed in English, they became able to com-
municate with me more and more. Teaching Eng-
lish conversation at Sanrigi Center was another 
great memory for me because we got to know 
each other very well and I consider everyone good 
friends. I am thankful to my students for helping 
me to understand Japan more. 
　In August I will return to the US to continue my 
studies in business. I have changed a lot in these 
three years and I hope to bring back a little of 
Japan with me, just as I hope to leave a little bit of 
America behind. I am grateful for the opportunity 
to live and teach in Kikuyo. I hope that many more 
people around the world can come see Kikuyo 
Town through the JET (Japan Exchange and 
Teaching Programme) because they will definitely 
fall in love with it!
　I will never forget Kikuyo and all of the people 
that make this town so special. Please come visit 
me in America someday.
　Your Friend,

菊陽フェスタ菊権のまち菊のまち菊人権人 陽陽陽陽権のまち菊陽権のまち菊陽菊菊人人権のまち菊人権のまち菊菊菊権のま権のままちまち人人権のまち菊陽フェスタのまち菊陽フェスタのの 陽菊 フェフェまち菊菊のののの権のまち菊陽フェス権のまち菊陽フェス菊権のまち菊陽権のまち菊陽ちち権のまち菊陽権のまち菊陽菊菊権のまち菊陽フェスタ陽フェスタ菊菊菊権のまち菊権のまち菊菊菊権のまち菊陽フェスタ権のまち菊陽フェスタ菊権のまち菊陽フェ権のまち菊陽フェま権のまち菊陽権のまち菊陽まま権のまち菊陽権のまち菊陽陽菊菊人権 まち菊陽フェスタま フちのの ェスま人権のまち菊陽フェスタ人権のまち菊陽フェスタ人権のまち菊陽フェスタ
被災地の復興を願うとともに
町民一人一人の人権が尊重された
心豊かな地域社会を目指して

被災地の復興を願うとともに
町民一人一人の人権が尊重された
心豊かな地域社会を目指して

被災地の復興を願うとともに
町民一人一人の人権が尊重された
心豊かな地域社会を目指して

９／17（土）午後１時30分
菊陽町図書館ホール

９／17（土）午後１時30分
菊陽町図書館ホール

９／17（土）午後１時30分
菊陽町図書館ホール

■内容
午後１時40分
東日本大震災における救護活動について
（日本赤十字社熊本県支部）

午後２時50分
人権コンサート
ちひろ（歌手、作曲家）
山口県山口市出身・在住。童謡詩
人 金子みすゞの詩に曲をつけ歌
う活動を中心に、全国各地や海外
で年間70回以上の公演を行って
いる。学校校歌、さまざまな地域
のふるさとソングなどの作詞作曲、
歎異抄、また万葉集などの和歌に
曲をつけた作品やＣＭソングなど、
幅広い音楽を制作。ＫＲＹ山口放
送ラジオ毎週日曜日午後２時放送
「ちひろＤＥブレイク」ではラジ
オパーソナリティを務め６年。

入場無料
手話通訳有り
入場無料
手話通訳有り
入場無料
手話通訳有り

小さな子ども連れ
の人が利用できる
「親子室」を用意
しています

特設人権相談所開設
　人権問題でお困りの人はお気軽にご相談くださ
い。相談は人権擁護委員が応じます。相談は無料
で、秘密は固く守られます。

▼日時　９月１日（木）　午前10時～午後３時

▼場所　西部町民センター

▼問い合わせ　
　人権教育・啓発課　☎（232）2113

カサンドラ先生が退任します
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　防災ずきん作りが６月18日、ふれあいの森研修セ
ンターと中央公民館で行われ、子どもから大人まで約
80人が参加しました。
　防災ずきんは、キルト布にタオル３枚を挟み込み、
簡単に縫い付ける作りになっています。災害などの発
生時にはタオルが取り出せるほか、内側に取り付けた
ポケットは、ばんそうこうなどを入れる物入れにもな
ります。家族の分も作りたいとの要望が多く、材料を
追加注文するほど関心の高い講座でした。

▲防災ずきん作成中

もしもの事態に備えよう
防災ずきん作り

菊陽西小Ｂチームが第３位
平成23年度交通安全子ども自転車大津地区大会

富士フイルム九州野球部が優勝
第45回協会長旗争奪軟式野球ナイター大会

村山恵さんがボウリング競技で金・金・銅メダル
2011年スペシャルオリンピックス夏季世界大会

環境に優しい取り組みをたたえて
第20回くまもと環境賞

　第45回協会長旗争奪軟式野球ナイター大会が６月
13日～６月27日、町民総合運動場で開催されました。
今回で45回となる今大会には、14チームが参加し、
熱戦を繰り広げました。決勝戦では、「富士フイルム
九州野球同好会」が「優龍」を破り、見事優勝しまし
た。大会の結果は次のとおりです。
【優　勝】　富士フイルム九州野球同好会
【準優勝】　優龍
【第３位】　ダンディーズ、ＨＯＳＨＩＹＡＭＡ

　菊池管内環境活動協議会が「くまもと環境賞」を
受賞し、その表彰式が県庁で行われました。同協議
会は、平成17年から廃傘を使ったマイバッグやマイ
箸・箸袋づくりなどの体験型環境学習や講演会の開
催に熱心に取り組まれ、その活動が評価されました。
　同協議会の構成員で熊本県地球温暖化防止推進員
の安田小夜子さん（上津久礼）と岩根祐美子さん（馬
場）は、「小中学校などから依頼があれば積極的に対
応していきたい」と今後の意気込みを語りました。

▲菊陽さくら会の皆さん

菊陽さくら会～南京玉すだれに感謝状
熊本善意銀行が「ボランティア活動」に対し表彰

　第27回菊陽町子ども会ビーチボールバレー大会が
７月10日、菊陽中学校体育館と町民体育館で開催さ
れました。
　今大会はＡパート（規定）21チーム、Ｂパート（男女
混合）19チームが出場し、熱戦を繰り広げました。
　菊池郡大会予選を兼ねているＡパートの決勝戦は、
ＭＲＢ７（武蔵ヶ丘６町内子ども会）が南方子ども会Ａ
をセットカウント２対０で破り、見事に優勝を飾りま
した。
　どのチームも一丸となって練習の成果を十二分に発
揮し、訪れた多くの観客からも盛んな声援が送られて
いました。大会の結果は次のとおりです。

Ａパート（規定）
【優　勝】ＭＲＢ７（武蔵ヶ丘 6町内子ども会）
【準優勝】南方子ども会Ａ
【第３位】南八ファイブ（南八久保子ども会）

Ｂパート（男女混合）
【優　勝】辛川ファイブディーズ
【準優勝】緑陽台ドラゴンファイターズ
【第３位】ハッピースマイル（武蔵ヶ丘６町内子ども会）

ＭＲＢ7(武蔵ヶ丘6町内子ども会)が優勝
菊陽町子ども会ビーチボールバレー大会

　交通安全子ども自転車大津地区大会が６月18日、
本田技研工業㈱熊本製作所（大津町）で開かれました。
　本町からは、菊陽西小Ａ・Ｂチーム、菊陽南小Ａ・
Ｂチームが参加し、菊陽西小Ｂチームが団体第３位と
いう素晴らしい成績を残しました。
　今年は10校17チーム総勢68人が出場し、学科と実
技のテストで競い合いました。児童たちは大会前の約
２週間、練習を重ね、当日は練習の成果を存分に発揮
していました。

　三里木町民センターの南京玉すだれの講座「菊陽さ
くら会」（代表：森口定實さん）が、熊本善意銀行から
感謝状を贈られました。これは、同会が平成20年に
善意銀行に登録以来、町内の社会福祉施設をはじめ、
県内一円への社会貢献預託を100回以上続けられた功
績をたたえてのものです。代表の森口さんは、「慰問
先などで皆さんに喜んでもらえるのがメンバーの最高
の励み。今回の授与を機に、これからも善意の輪を広
げていきたい」と喜びを語りました。

▲優勝した富士フイルム九州野球同好会 ▲菊陽西小チーム ▲菊陽南小チーム

▲安田さん（左）と岩根さん（右） ▲できたずきんをかぶる子どもたち

▲優勝したＭＲＢ７（武蔵ヶ丘６町内子ども会）

　2011年スペシャルオリンピックス夏季世界大会が
６月25日～７月４日にアテネで開催され、本町の村
山恵さん（境の松）がボウリングのダブルス・女子チー
ム・シングルスの３つの部門でそれぞれ金・金・銅
メダルを獲得しました。
　村山さんは７月14日、大会結果報告のために来庁。
オリンピックを振り返り、「緊張したけど、メダルを
とれてとてもうれしかった。これからも笑顔で楽し
く続けていきたい」と語りました。

▲３つのメダルを獲得した村山さん（中央）

Kikuyo Topics ま ち のわだい
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
の

確
保
に
よ
り
、
7
月
10
日
か
ら
高
校
１
年
生

へ
の
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
は
、

７
月
20
日
か
ら
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
接
種
医
療
機
関
は
「
菊
陽
町
予
防

接
種
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

　

ど
ん
な
言
葉
に
人
は
傷
つ
く
の
だ
ろ
う
。

ご
く
日
常
的
な
言
葉
に
も
、
聞
く
人
が
聞
け

ば
、
見
る
人
が
見
れ
ば
違
和
感
が
…
。
差
別

を
は
ら
ん
だ
言
葉
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
の
中

か
ら
、
隠
れ
た
差
別
を
考
え
る
機
会
に
し
ま

せ
ん
か
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時　

８
月
24
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

渡
辺　

毅
さ
ん（
京
都
市
在
住
、

人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
創
造
す
る
穀
雨

企
画
室
代
表
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
８
０
３

　

借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
経
営
指
導
員
な
ど
に
よ
る
事

業
者
向
け
の
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ

こ
ろ
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
12
日（
月
）　

【
受
付
】
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
相
談
】
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
40
分

※
１
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
70
分

▼
場
所　

崇
城
大
学
市
民
ホ
ー
ル　

２
階

　
　
　
　

第
５
会
議
室

▼
内
容　

相
談
員
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
が

借
金
の
整
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

▼
日
時　

９
月
４
日（
日
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
　
　

３
階
会
議
室

▼
内
容　

法
務
局
職
員
や
土
地
家
屋
調
査
士

が
、
土
地
の
筆
界（
境
界
）に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
原
則
、

事
前
予
約
制
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
３
）２
２
７
２

　

広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び
平
和
の
祈
念
の
式
典

が
行
わ
れ
、
広
島
市
で
は
８
月
６
日
午
前
８

時
15
分
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
午
前
11
時

２
分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙

と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
８
月
15
日
は
、「
戦
没
者
を

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と
し
て
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
が
実
施
さ
れ
、
正
午
か
ら

１
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

各
家
庭
、
職
場
や
地
域
で
も
、
戦
争
犠
牲

者
の
ご
冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
間
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ら

れ
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
で
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
へ
の
特
別
貸
付
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
直
接
被
害
を
受
け
た
人
の
ほ
か
、

風
評
被
害
な
ど
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
売
り

上
げ
な
ど
が
減
少
し
、
資
金
繰
り
に
支
障
を

き
た
す
恐
れ
が
あ
る
人
な
ど
も
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
支
店
の
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

日
本
政
策
金
融
公
庫　

熊
本
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
３
）６
１
８
２

　

英
会
話
の
初
級
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

英
語
を
習
お
う
か
迷
っ
て
い
る
人
、
ぜ
ひ
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
講
日　

９
月
７
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日（
月
４
回
） 

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

梅
原　

美
津
子
さ
ん

▼
受
講
料　

２
、
０
０
０
円
程
度（
月
額
）

▼
定
員　

15
人
程
度（
先
着
順
）

▼
そ
の
他　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

の
託
児
も
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
加
入
が
必
要
で
す
の
で
８
月
29
日

（
月
）ま
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
は
、
９
月
加
入
で
翌
年
３
月
ま
で
は

３
５
０
円
で
す（
加
入
月
で
変
わ
り
ま
す
）。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
育
て
た
旬
の
ゴ
ー

ヤ
を
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
共
に
い
ろ
ん
な

ゴ
ー
ヤ
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
男
性
も

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

▼
日
時　

８
月
11
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

野
菜
ソ
ム
リ
エ

　
　
　
　

池
田　

春
香
さ
ん

▼
費
用　

材
料
代　

５
０
０
円
程
度

　
　
　
　

受
講
料　

１
０
０
円

▼
準
備
物　

米
１
合
・
エ
プ
ロ
ン
な
ど

▼
定
員　

20
人

▼
そ
の
他　

託
児（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
）を

希
望
す
る
場
合
は
、
現
在
保
険
加
入
の
人

の
み
お
受
け
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
３
級
表
計

算（
エ
ク
セ
ル
）資
格
取
得
を
目
指
す
講
座
で

す
。

▼
期
間　

９
月
２
日（
金
）〜
10
月
24
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日（
全
20
回
）

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

内
平　

敬
子
さ
ん

▼
受
講
料　

１
、
０
０
０
円

※
教
材
費
・
検
定
料
は
実
費
負
担

▼
定
員　

15
人
程
度（
先
着
順
）

▼
そ
の
他　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

の
託
児
も
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
加
入
が
必
要
で
す
の
で
、
８
月
29
日

（
月
）ま
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
は
、
９
月
加
入
で
翌
年
３
月
ま
で
は

３
５
０
円
で
す（
加
入
月
で
変
わ
り
ま
す
）。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

優
れ
た
文
学
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
古

典
文
学
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
期
間　

８
月
26
日（
金
）〜
９
月
30
日（
金
）

　
　
　
　

※
23
日（
金
）除
く
。

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　

毎
週
金
曜
日（
全
５
回
）　

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
『
平
家
物
語
』か
ら「
千
手
前
」

　
　
　
　
〝
き
よ
げ
で
、
ま
こ
と
優
に
う
つ

　
　
　
　

く
し
き
〞
女
性
の
物
語
で
す
。

▼
講
師　

尚
絅
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　

中
村　

正
市
さ
ん　
　

▼
受
講
料　

３
、
０
０
０
円
程
度

▼
定
員　

20
人

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

●
募　
　

集
●

人
権
講
演
会

「
言
葉
と
差
別
」

「
ゴ
ー
ヤ
料
理
」

〜
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
共
に
〜

「
古
典
文
学
講
座
」

受
講
生
暮
集

多
重
債
務
無
料
相
談
会

「
楽
し
く
英
会
話
」（
初
級
）

講
座
生
募
集

東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
貸
付
の
ご
案
内

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
再
開
し
ま
し
た

無
料
！

筆
界（
境
界
）特
定
相
談
所

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和

祈
念
黙
と
う
に
ご
協
力
を

せ
ん
じ
ゅ
の
ま
え

「
手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
３
級
資
格
取
得

講
座（
表
計
算
）」講
座
生
募
集

　新幹線くまもと創りプロジェクト菊池地域推進本部では、新幹線開業元年である平成23年に『武者んよか、
祭食見美、湯らっと菊池』をテーマとして、菊池地域への交流促進、ＰＲのため菊池地域のイベントなどを
一体的に広報しています。詳細は、各事務局へお問い合わせください。

「新幹線菊池地域元年事業」
九州新幹線全線開業記念！菊池市、合志市、大津町、菊陽町で夏祭りが開催されます！

菊陽町夏まつり

▼期日　８月６日（土）

▼場所　菊陽杉並木公園

▼スケジュール（予定）
　午後４時30分　開場
　午後５時　　　ステージ第一部
　午後７時　　　町民総踊り
　午後７時15分　ステージ第二部
　午後８時45分　フィナーレ（花火）
　午後９時　　　終了

▼問い合わせ　
　菊陽町商工会　
　☎（232）2757

合志市夏祭り

▼期日　８月14日（日）

▼場所　熊本県農業公園カン
　トリーパーク

▼問い合わせ　
　合志市まちづくり推進室
　☎（248）1028

大津地蔵祭り

▼期日　８月24日（水）

▼場所　大津町中心市街地

▼問い合わせ　
　大津町商業観光課　
　☎（293）3115

■問い合わせ 新幹線くまもと創りプロジェクト菊池地域推進本部（菊池地域振興局総務振興課内）☎0968（25）4121

さいしょくけんび
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●
お
知
ら
せ
●

問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968（24）2772
自衛官募集ホームページ（http：//www.ｍod.ｇo.ｊp/gsdf/jieikanbosyu/）

自 衛 官 募 集

９月５日（月）
～９月８日（木）

高卒（見込含）で21歳未満の人
（学校長の推薦必要）

高卒（見込含）で21歳未満の人

高卒（見込含）で21歳未満の人

高卒（見込含）で24歳未満の人

看護師免許を有し、保健師・助産師免許
を有する人（見込含）で36歳未満の人

９月５日（月）
　　　

～

９月30日（金）

１次：11月５日（土）・６日（日）
２次：12月13日（火）～17日（土）

９月24日（土）・25日（日）

11月19日（土）

１次：10月29日（土）・30日（日）
２次：12月７日（水）～９日（金）

１次：10月22日（土）
２次：11月19日（土）・20日（日）

募集種目 受付期間 試験日 受験資格
防衛大学校
学生（推薦）
防衛大学校
学生（一般）
防衛医科
大学校学生
陸上自衛官
（看護）

看護学生



I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

３８５-３３００熊本県保険医協会
ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｈｋ‐ｄｒ．ｊｐ

　月　　 自律神経失調症
　火　　 過換気症候群
　水　　 日焼け止めクリームの効果的な使い方
　木　　 口の中にもカビが生えるの？
　金　　 手掌多汗症
土／日　 夏場の脱水予防（上手な水分の取り方）

健康情報健康情報

　

デ
ジ
カ
メ
撮
影
の
基
礎
と
パ
ソ
コ
ン
で
の

画
面
保
存
と
編
集
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

９
月
5
日（
月
）〜
10
月
3
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　

毎
週
月
・
水
曜
日（
全
８
回
）

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

草
野　

章
子
さ
ん

▼
受
講
料　

５
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
定
員　

14
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

古
い
ネ
ク
タ
イ
で
素
敵
な
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を

作
ろ
う
。

▼
日
時　

９
月
１
日
・
８
日
・
15
日（
木
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

杉
本　

洋
子
さ
ん

▼
申
込
方
法　

直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
材
料
や
持
参
す
る
も
の
な
ど
の
プ
リ

ン
ト
を
渡
し
ま
す
。

▼
定
員　

15
人

▼
受
付
開
始　

８
月
８
日（
月
）　

午
前
９
時

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

▼
日
時　

８
月
11
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
探
訪
予
定　

原
水
、
津
田
、
白
水
地
区
に

　

点
在
す
る
町
の
文
化
財
を
探
訪
し
ま
す
。

▼
講
師　

菊
陽
町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　

前
田　

千
佳
子
さ
ん

▼
参
加
費　

１
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
代
、
保
険
代
込
み
）

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
竹
や
木
の

枝
な
ど
の
自
然
の
素
材
を
使
っ
て
、
や
じ
ろ

べ
え
や
笛
を
作
っ
て
み
よ
う
！

▼
日
時　

８
月
24
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

内
田　

早
苗
さ
ん

▼
対
象
者　

町
内
の
小
学
生

▼
材
料
費　

１
０
０
円

▼
定
員　

15
人
程
度

▼
申
込
期
限　

８
月
17
日（
水
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

涼
を
呼
ぶ
２
種
類
の
水
よ
う
か
ん
を
作
り

ま
す
。

▼
日
時　

９
月
３
日（
土
）

モ シ モ シ

　

楽
し
く
運
動
！
親
も
子
も
に
こ
に
こ
笑
顔
。

▼
日
時

❶
８
月
18
日（
木
）❷
８
月
23
日（
火
）

❸
８
月
30
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
講
師　

３
Ｂ
体
操　

大
塚　

美
和
さ
ん

▼
対
象
者　

❶
❷
１
歳
以
上
の
親
子

❸
１
歳
未
満
の
親
子

▼
準
備
物　

❶
❷
運
動
の
で
き
る
服
装
・
水
筒

❸
運
動
の
で
き
る
服
装
・
水
筒
・
バ
ス
タ
オ
ル

▼
定
員　

各
15
組

▼
受
付
開
始　

８
月
２
日（
火
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

　

夏
だ
！
カ
レ
ー
だ
！
児
童
館
だ
！

▼
日
時　

８
月
18
日（
木
）正
午
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
内
容　

会
食
・
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム

▼
対
象
者　

小
学
生

▼
参
加
費　

１
５
０
円

▼
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▼
受
付
開
始　

８
月
２
日（
火
）

※
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

　

社
会
の
担
い
手
と
し
て
知
識
と
経
験
を
生

か
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
い
き
い
き

と
就
業
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま

す
。

▼
要
件　

町
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
働
く
意
欲
が
あ
る
健
康
な
人
で
、
セ
ン

タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
人
。

▼
申
込
方
法　

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
（
理
事
会
の
承
認
後
に
年
会
費
を
納
め
る

と
会
員
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
）。

▼
受
付　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
平
日
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
（
公
社
）菊
陽
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）６
２
７
６

　

牛
乳
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

牛
乳
を
飲
ん
で
食
べ
る
発
想
で
、
牛
乳
を
使

用
し
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生

の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

８
月
19
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

親
子（
菊
陽
町
内
の
小
学
生
）

▼
費
用　

５
０
０
円

▼
定
員　

12
組（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

熊
本
市
酪
農
農
業
協
同
組
合

　

☎（
２
３
２
）２
６
０
１

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
将
来
の
農

業
・
農
村
の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
、
先
進

的
実
践
教
育
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

❶
推
薦
入
学
者
選
抜（
高
校
・
地
域
推
薦
）

❷
一
般
入
学
者
選
抜

▼
出
願
期
間　

❶
９
月
２
日（
金
）〜
９
月
13
日（
火
）

❷
12
月
６
日（
火
）〜
12
月
20
日（
火
）

▼
試
験
日

❶
10
月
４
日（
火
）❷
１
月
25
日（
水
）

▼
定
員　

農
学
部　

80
人

▼
受
験
料　

２
、
２
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
８
）１
１
８
８

　

心
と
体
を
整
え
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
運
動
を
し

ま
せ
ん
か
。

▼
開
講
日　

９
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
　
　
　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

▼
場
所　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

15
歳
〜
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
の
人

▼
講
師　

西
本　

し
お
り
さ
ん

▼
受
講
料　

１
、
０
０
０
円（
年
間
）

▼
定
員　

15
人

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

▼
期
間　

10
月
26
日（
水
）〜
12
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

平
日
昼
間

▼
内
容　

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程（
講

義
・
実
技
・
実
習
）、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

▼
対
象
者　

受
講
終
了
後
す
ぐ
に
仕
事
に
就

　

き
た
い
人
な
ど

▼
費
用　

教
材
費
、
保
険
料
は
自
己
負
担

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

20
人（
選
考
で
決
定
）

▼
受
付　

８
月
31
日（
水
）、
９
月
１
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
５
）４
３
０
９

 

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

飯
田　

ま
ゆ
み
さ
ん

▼
対
象
者　

大
人

▼
材
料
費　

５
０
０
円

▼
定
員　

10
人
程
度

▼
申
込
期
限　

８
月
26
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

野
外
炊
飯
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
そ
う
め
ん
流

し
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

９
月
23
日（
金
）・
24
日（
土
）

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
中
学
生
と
家
族

▼
参
加
費　

１
人　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
保
険
、
食
料
費
な
ど
）

８月の週間プログラム

▼
定
員　

２
〜
３
家
族

▼
申
込
期
限　

８
月
19
日（
金
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

▼
日
時　

９
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午（
全
２
回
）

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
）

▼
対
象
者　

町
内
の
小
学
３
〜
６
年
生

▼
受
講
料　

１
、
６
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

９
月
５
日（
月
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

夏
休
み
親
子
牛
乳
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す

わ
く
わ
く
工
作
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

秋
の
親
子
キ
ャ
ン
プ

（
追
加
募
集
）

か
け
っ
こ
教
室
受
講
生
募
集

菊
陽
町
文
化
財
探
訪

「
郷
土
の
歴
史
と
知
ら
れ
ざ
る
人
間
像
を
探
る
」

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
デ
ジ
カ
メ
撮
影
・
編
集
）

家
庭
教
育
講
演
会

「
親
子
で
体
操
３
回
シ
リ
ー
ズ
」

暮
ら
し
の
エ
コ
講
座

（
ネ
ク
タ
イ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
）

「
季
節
の
お
菓
子
づ
く
り
」

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

平
成
24
年
度
熊
本
県
立

農
業
大
学
校
学
生
募
集

介
護
員
技
術
講
習
会

受
講
者
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

パ
ワ
ー
ヨ
ガ
講
座
受
講
生
募
集
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　毎年恒例の「菊陽町にんじんの里マラソン大会」
を開催します。爽やかな秋空の下、自然豊かな田
園地帯を走ってみませんか。
■日時　11月 6日（日）　 午前 9時15分開会
■会場　菊陽杉並木公園周辺コース
■種目・対象者
❶２㎞　小学生（２年生以上）、一般女子
❷５㎞　中学生、一般男女（高校生以上）
❸10㎞　一般男女（高校生以上）
■参加費　中学生以下　1,000円
　　　　　高校生以上　1,500円
■申込期限　10月20日（木）
■申込方法　中央公民館備え付けの申込書に必要
事項を記入し、参加費を添えてお申し込みくだ
さい。当日の参加申込はできません。
■申込み・問い合わせ
　菊陽町にんじんの里マラソン大会事務局
　（菊陽町体育協会）
　☎（233）1520

第25回菊陽町にんじんの里マラソン大会
参加者募集



子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年３月分のホール予約を、９月10日（土）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

３日（水）　夏のつどい（受付終了）
10日（水）　夏のつどい（受付終了）
17日（水）　夏のつどい（受付終了）
19日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
24日（水）　夏のつどい（受付終了）
26日（金）　身体測定
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

今月のプログラム
●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

※行事申込は８/１（月）からの月・水・金のみ受付ま
す（来所受付）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

おおむね３歳未満の児童および保護者対象。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お
母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

ノート・メモフル活用術

今、そこにある苦悩からの脱出

日本の歴史どうしても知っておきたい名場面80

世の中の意見が〈私〉と違うとき読む本

みちくさの名前。

よみがえれ！清流球磨川

ターシャが愛した花の名前

野球にときめいて

いねむり先生

ゆきずりエマノン

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（８月３・10日、９月７・14日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（８月４・11・18・25日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（８月28日、９月11・25日）
　　　・・・8月 14日 ( 日 ) はお休みです

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 催し物 主催者 入場方法 対象者
熊本県中学校教育研究会進路指導部会
菊陽町図書館ホール（☎232-7756）
菊陽町人権教育・啓発課（☎232-2113）
菊陽町図書館ホール（☎232-7756）
熊本県文化企画課（☎333-2154）
菊陽町図書館ホール（☎232-7756）
菊陽町図書館ホール（☎232-7756）
菊陽町中央公民館（☎232-2116）
菊陽町人権教育・啓発課（☎232-2113）
文化書道九州連合会
松本さん（☎232-0358）

★図書館からのお知らせ★

18 木

19 金
24 水
25 木

キャリア教育「夏季研修会」
図書館ホール・オープンステージ
菊陽町就学前・学校人権教育部会夏期講座
図書館ホール・オープンステージ
文化振興施策市町村担当者等説明会
熊本県公立文化施設協議会自主文化事業研修会
図書館ホール・オープンステージ
高齢者大学
菊陽町進路保障部会合同校内研修会
文化書道九州連合会書道展
English speech contest

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。

0歳～就学前の子どもと保護者対象。親子で楽しむ体
験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
　　

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

ハローサークル　　午前10時～正午

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

ふれあい広場

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

※今月は毎回、活動後に水遊びができますよ♪
※お誕生会に参加するお誕生児さんは23日に誕生カード作り
　をしますので、参加してくださいね。

プログラムベビー＆マタニティー

プログラム日にち・場所

プログラム0・1歳 2歳以上

育児相談
育児相談

【ベビーの日】（1歳未満児と妊婦さん対象）
※水遊び…着替え、帽子、タオル、お茶を持ってきてください。

【ぷちハンドメイド】（要予約）
※簡単にできるリニューアルハンドメイドに挑戦
　しませんか。
※定員15組。７/26（火）午前10時から受付開始。

【水遊び】～ビニールプールで遊ぼう！～
※着替え、帽子、タオル、お茶などの用意をお願
　いします。

【育児講座：ベビーマッサージ】(講師：吉武千鶴さん )要予約
※定員15組。生後７カ月くらいまでの乳児と保護者対象。
※８/４（木）午前10時から受付開始。

【作って遊ぼう！】～わなげに挑戦！～
※500㎖のペットボトルを１本持参してください。

24日（水）
三里木町民センター

19日（金）
白鈴園（陽だまり）

９/３（土）
菊陽町図書館ホール

10日（水）
ふれあいの森研修センター

３日（水）
老人福祉センター

５日（金）
白鈴園（陽だまり）

16日（火）
ふれあいの森研修センター

【陽っ子まつり】～みんなおいでよ！～
※楽しいゲームやステージでの催し物も盛りだくさん！

【水遊び】～ビニールプールで遊ぼう！～
※着替え、帽子、タオル、お茶などを持ってきて
　ください。
※保護者の人も、濡れても良い服装でご参加ください。

【にじみ絵を描こう！】
※水性ペンを使います。汚れても良い服装でご参
　加ください。

26日（金）
南部町民センター

【育児講座 : キッズ コア コンディショニング】
　（講師：秋山恵摩さん）要予約
※定員15組。１歳以上児対象。８/22（月）午前10時から受付開始。
※遊びを通して運動発達を再確認していきます。

17日（水）
老人福祉センター

要予約（お問い合わせください）

要予約（お問い合わせください）

要予約（お問い合わせください）

関係者のみ

関係者のみ
関係者のみ

関係者のみ

プログラム月日・場所

　少女雑誌に挿絵を描いていたのは、「こんな人が少女
雑誌の挿絵を描いていたの！？」と驚くような有名な画
家、巨匠と呼ばれる人たちもいます。
　日本画の鏑木清方、洋画家の小磯良平や宮本三郎、東
郷青児など･･･。

「洋画・日本画　巨匠たちの少女雑誌」展

10:00 12:009:30
9:00～19:00

9:00～19:00

永岡書店編集部／編　　永岡書店

齋藤孝／著　　ロングセラーズ

童門冬二／著　　三笠書房

香山リカ／著　　幻冬舎

吉本由美／著　　ＮＨＫ出版

三室勇・木本生光・小鶴隆一郎／共著　　緑風出版

メディアファクトリー／編・食野雅子／文　　メディアファクトリー

王貞治／著　　中央公論新社

伊集院静／著　　集英社

梶尾真治／著　　徳間書店

無料 どなたでも

３ 水
４ 木
５ 金

27 土
28 日

菊陽町図書館ホール　平成23年８月 催し物

【エンジョイ★水遊び】
※ベビーも暑い！汗を流してスッキリしましょ♪

10日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【エンジョイ☆水遊び２】 
※水着・タオル・着替えをご持参ください。
　雨天の場合も管理棟で遊びますよ☆
【ママの休日】 手作りくらぶ
※デコ布うちわ作り　先着20組限定！！
※８/８（月）午前10時電話予約開始。

19日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

２日（火） ４日（木）

９日（火） 11日（木）

30日（火）

【公園へ Let’s Go！】八景水谷公園
※水着・タオル・着替え・帽子・水筒持参です。
【ミニキャロット♥そーめん流し】
※先着２０組限定！フォークと器持参です。

18日（木）
【ミニキャロット☆全員集合！】
※ゆめタウン光の森イーストコートに午前10時
　集合。体操のお兄さんが来るよ！

23日（火） 【夏の思い出☆つくっちゃお】
※はさみ・のり・クレヨンをご持参ください。

25日（木）
【公園へ Let’s Go！】カントリーパーク
※水着・タオル・着替え・帽子・水筒持参です。
　入場料（３００円）が必要です。
【８月生まれのお誕生会】
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。

５日（金） 【ヒンヤリ おもちゃ作り♪】
※５００㎖のペットボトル持参。水遊びもできます☆

９/２（金）

11 木
12 金 9:00～19:00

　今回は、そんな有名な画家たちの、少女雑誌に掲載さ
れていた挿絵を紹介します。

■期間　開催中～10月24日（月）
■場所　菊陽町図書館展示室

〈平成23年７月７日現在確定分〉

関係者のみ

関係者のみ

無料 どなたでも

10:00 16:009:30

9:00～16:00
お問い合わせください

お問い合わせください

9:00 16:408:30

10:30 12:0010:00
13:30 17:0013:10
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声人権

作文シリーズ

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

【№28】

　

私
は
、
お
に
さ
ん
の
よ
う
に
、
一
年
生
の
遠

足
の
と
き
、
ま
だ
友
だ
ち
が
い
な
く
て
さ
び
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
心
細
か
っ
た

か
ら
お
に
さ
ん
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

今
ま
で
の
私
だ
っ
た
ら
、
村
人
の
よ
う
に
見
た

目
が
こ
わ
い
か
ら
と
追
い
出
し
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
今
の
私
は
お
に
さ
ん
と
な

か
よ
く
く
ら
す
と
思
い
ま
す
。
お
に
さ
ん
の
勉

強
を
し
て
、
お
に
や
人
も
見
た
目
が
こ
わ
い
か

ら
っ
て
、
中
身
も
こ
わ
い
と
決
め
つ
け
る
と
い

け
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

保
育
園
の
時
か
ら
、
友
だ
ち
を
注
意
し
て
い

て
、
そ
の
注
意

の
し
か
た
が
こ

わ
い
か
ら
っ
て
、

こ
わ
が
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
三

年
生
の
今
で
も
、

男
の
子
が
教
室

を
走
り
回
っ
て

い
た
か
ら
、　

「
ね
え
。」

っ
て
声
を
か
け
た
だ
け
で
も
、
ピ
タ
ッ
と
止
ま

る
ぐ
ら
い
こ
わ
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ

ん
な
に
こ
わ
が
ら
れ
て
も
、
く
じ
け
な
い
で
、

い
け
な
い
事
は
い
け
な
い
と
注
意
を
し
ま
す
。

だ
っ
て
、
お
に
さ
ん
も
、
み
ん
な
か
ら
は
じ
か

れ
て
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
南
へ
南
へ
と
あ

き
ら
め
な
か
っ
た
か
ら
、
私
も
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

◇
人
を
信
じ
て
、
ど
こ
ま
で
も
友
だ
ち
を
も
と

め
て
い
く
お
に
さ
ん
の
姿
に
れ
ん
さ
ん
も
く

じ
け
な
い
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
力
を
も

ら
っ
た
ん
で
す
ね
。

㊟「
お
に
さ
ん
」
と
は
、
絵
本
「
島
ひ
き
お
に
」

に
登
場
す
る
「
お
に
」
の
こ
と
で
す
。

　

私
は
い
つ
も
、
お
母
さ
ん
や
お
兄
ち
ゃ
ん
に

い
や
な
事
を
言
っ
て
い
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
に

ふ
ざ
け
て
い
や
が
る
事
を
い
っ
た
ら
、
す
ぐ
ケ

ン
カ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
に
は
友

達
み
た
い
に
ふ
ざ
け
て
言
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
お
母
さ
ん
は
遊
び
み
た
い
な
感
じ

で
返
し
て
く
れ
ま
す
。
だ
け
ど
、
多
分
お
母
さ

ん
は
、
い
や
な
と
き
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
ケ
ン
カ
を
し
て
い
た

私
で
す
。
し
か
し
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
た

と
き
に
、
す
ご
く
か
ら
だ
を
い
た
が
っ
て
い
る

の
を
見
て
と
て
も
心
配
に
な
り
、
早
く
治
ら
な

い
か
な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
が
、
会
社
の
転
き
ん
で
外
国
に

行
っ
た
と
き
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
お
父

さ
ん
が
家
に
い
な
い
の
で
す
ご
く
さ
み
し
い
で

す
。
お
母
さ
ん
は
わ
た
し
た
ち
の
前
で
は
な
み

だ
を
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
分
お
母
さ
ん

も
私
と
同
じ
よ
う
に
さ
み
し
か
っ
た
し
、
悲
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
お
母
さ
ん
は

悲
し
い
顔
も
せ
ず
仕
事
も
家
の
仕
事
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

お
仕
事
で
は
、
細

か
い
作
業
を
早
く
正

確
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
失
敗
せ

ず
に
せ
い
品
を
作
る

の
は
、
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
し
ょ
く
場
の
人

に
迷
わ
く
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
て
い
る

の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
家
で
も
、
私
た

ち
の
お
世
話
も
、
ご
飯
や
せ
ん
た
く
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
家
の
仕
事
も
し
な
い
と
い
け
な
い
か

ら
、
大
変
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
一
日
一
日
目
標
を
決
め
て
す
ご
し
て
い
る

か
ら
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
私
の
こ
と
を
思
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
本
当
に
い
や
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
が
ま
ん
せ
ず
言
い
た
い
で
す
。

い
や
な
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

見
守
っ
て
く
れ
る
の
が
家
族
で
す
。
私
は
こ
れ

か
ら
も
っ
と
、
家
族
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
四
年
生
は
、
親
の
仕
事
の
様
子
に
つ
い
て
聞

き
取
り
親
の
く
ら
し
を
深
く
見
つ
め
直
し
ま

し
た
。
ま
た 

親
か
ら
の
手
紙
を
読
み
、
今

の
自
分
に
対
す
る
親
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
家
族
や
友
達
を
大
切
に
し
て

く
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●趣味　少林寺拳法
●今後の目標
　少林寺の大会で金メダルをとる！
●自分を一言で表すと
　頑張り屋さん
●家族に伝えたいこと
　何でもお手伝いするよ！

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

自分をみつめ「私はあきらめません」と結ばれた言葉や、家族を見つめその絆の深さに気づく文面
に作者の成長が強く映し出されています。年齢に関係なく成長を続けなくてはと思います。
＊◇印は担任のコメントです。
＊作者の学年は前年度の在籍学年となります。

[南八久保]
橋本　海士さん（8歳）
はしもと　　かい じ

菊
陽
中
部
小
学
校　

３
年　

西
光　

蓮

「
お
に
さ
ん
へ
」

●将来の夢
　バドミントンの選手
●自分を一言で表すと
　やんちゃ
●自慢
　短距離走が得意
●今一番やりたいこと
　ディズニーランドに行ってみたい！

[花　立]
野原　綾乃さん（11歳）
の はら　　あや の

見
た
目
で
こ
わ
い
と
き
め
つ
け
る
と

い
け
な
い
と
思
う

菊
陽
西
小
学
校　

４
年　
　

奥　

柚
月

家
族
を
み
つ
め
て

見
守
っ
て
く
れ
る
の
が
家
族
で
す

か
き
ま

は
ち
ま
き

つ
る

ば
く
し
ゅ
う

ひ
ろ

ね
ぎ
ぼ
う
ず

て

は
つ
ぼ
た
る

は
や

そ
え
だ
け

す

さ
つ
き
ば
れ

ち
か
み
ち

た
ん
す
い
だ

く
ん
ぷ
う

き
り

ば
ん
り
ょ
く

つ
い
お
く

し
ゃ
く
な
げ

ひ
る
が
え

は
な
し
ょ
う
ぶ

じ

あ
じ
さ
い

ろ
う
お
う

楽
し
み
は
二
本
の
ト
マ
ト
花
の
数　
　
　

  

𠮷
野　

早
苗

畑
暮
る
る
整
列
立
ち
ん
ぼ
葱
坊
主　
　
　

  

井
上
久
美
子

小
さ
き
掌
に
小
さ
き
あ
か
り
初
蛍　
　
　

  
宮
川
ユ
キ
エ

五
月
晴
師
の
仮
名
文
字
の
流
れ
か
な　
　

  

日
髙　

妙
子

近
径
や
先
行
く
蛇
に
遠
廻
り　
　
　
　
　

  

曽
我　

育
代

薫
風
や
さ
ざ
波
よ
す
る
湛
水
田　
　
　
　

  

曽
我
ト
モ
子

苦
瓜
の
添
竹
避
け
て
延
び
ゆ
け
り　
　
　

  

紫
藤　

祥
子

髪
梳
け
ば
乾
草
匂
ふ
湯
殿
か
な　
　
　
　

  

村
上　

朋
子

麦
の
穂
を
乗
り
継
ぐ
風
の
迅
さ
か
な　
　

  

野
口　

令
史

戦
争
は
や
め
て
ほ
し
い
ね
水
鉄
砲　
　
　

  

松
橋　
　

強

雨
気
満
ち
て
麦
秋
の
波
展
げ
ゆ
く　
　
　

  

佐
藤　

澄
世

父
の
日
や
追
憶
の
み
を
供
養
と
し　
　
　

  

坂
本
百
合
子

里
山
の
狭
き
通
ひ
路
竹
の
秋　
　
　
　
　

  

田
中　

郁
子

石
南
花
や
漬
物
十
種
の
昼
の
膳　
　
　
　

  

井　
　

子
文

あ
り
が
と
う
母
の
口
癖
聖
五
月　
　
　
　

  

財
津　

早
雪

翻
る
葉
に
添
ひ
ゆ
る
る
花
菖
蒲　
　
　
　

  

原
野
レ
イ
子

巻
き
戻
す
時
あ
れ
か
し
と
桐
の
花　
　
　

  

力　
　

幸
子

万
緑
の
中
や
愛
犬
旅
立
ち
ぬ　
　
　
　
　

  

寺
尾
千
代
子

紫
陽
花
や
幸
せ
色
に
時
流
れ　
　
　
　
　

  

髙
橋　

孝
子

老
鶯
の
声
き
く
い
つ
も
の
日
曜
日　
　
　

  

堀
川　

妙
子

日
焼
顔
鉢
巻
の
型
く
っ
き
り
と　
　
　
　

  

佐
藤　
　

航

プ
ン
プ
ン
と
芳
香
剤
だ
蔓
れ
い
し　
　
　

  

佐
藤　
　

健

ア
ソ
ボ
ー
イ
垣
間
に
過
ぐ
や
え
ご
の
花　

  

佐
藤　
　

節

し
と
し
と
と
降
り
て
煙
れ
る
梅
雨
の
雨
し
と
し
と
し
て
聞
こ
え
来
る
な
り　
　
　
　

  

今
村　

貞
子

梅
雨
に
入
り
て
早
や
四
百
ミ
リ
の
多
き
雨
今
年
は
ど
れ
だ
け
降
れ
ば
気
が
済
む　
　

  

梅
田　

國
雄

地
震
あ
れ
て
仮
寝
の
宿
の
堅
床
に
い
か
な
夢
み
む
み
ち
の
く
人
ら　
　
　
　
　
　
　

  

河
北　

幸
一

雨
降
り
て
止
む
事
の
な
き
庭
隅
に
白
き
紫
陽
花
色
褪
せ
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

  

菊
川
あ
さ
み

幼
子
は
歌
っ
て
踊
っ
て
本
を
読
む
未
来
を
拓
く
力
あ
ふ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
藤
せ
い
子

咲
き
出
で
し
梔
子
の
花
は
雨
に
濡
れ
白
々
と
し
て
艶
や
か
に
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　

  

下
田　

久
子

木
々
写
し
川
面
は
穏
や
か
に
流
れ
ゆ
く
中
洲
の
岩
に
二
羽
の
鷺
鳥　
　
　
　
　
　
　

  

中
村
ト
シ
エ

朝
靄
は
流
れ
つ
つ
姿
見
え
ず
し
て
山
鳩
の
声
ま
ろ
き
そ
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森　
　

敦
子

道
の
辺
の
桑
の
実
含
む
一
つ
ま
た
一
つ
恵
に
触
れ
る
こ
の
時　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
川　

カ
ヅ

▲授業風景

▲発表
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休日在宅当番医・薬局きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

右
田　

益
枝　
　
　
　
　
　
　
　

杉
並
台

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
6
月
受
付
分
）

５
／
28

　

30

６
／
２

　

２

　

２

　

３

　

３

　

３

　

４

　

６

　

８

　

８

　

９

　

９

　

９

　

９

　

10

　

12

　

12

　

12

　

13

　

13

　

16

　

17

　

18

 

18

 

19

 

20

春
樹

貴
志

竜
哉

優
作

健
康

隆
博渡進

慶
一
郎

久
孝

弘
章

博
幸

誠
一
郎

敏
史

加
代

泰
弘

実
史

綾
香

大
典

圭
亮

優
也愛武

夫

上
津
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2011年  8月

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
6
月
届
出
分
）

お
く
や
み

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

会　　場

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）

会　場
■ 専門相談（午後1時～3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜～金曜）
電話

お
め
で
た

実施日

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

1日（月)
19日（金)
8日（月)
4日（木)
15日（月)
16日（火)
22日（月)
10日（水)
25日（木)

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢
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政
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ゃ
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届
出
人

行
政
区

出
生
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さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

20日（土）
27日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

13日（土）
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高齢者大学（図書館ホール）（問い合わせ：中央公民館☎232‒2116）

野沢内科医院  

菊池郡市医師会立病院  

緒方整形外科医院  

松岡耳鼻咽喉科医院  

つつじ台歯科医院

菊陽調剤薬局  

てらしま小児科医院  

宮川内科医院  

後藤整形外科医院  

いしはら皮ふ科クリニック  

ながた歯科医院  

古賀医院

ひかりヶ丘眼科・内科医院  

田中医院  

古賀眼科  

山口歯科医院  

古荘医院  

ふじおか内科  

川口病院  

むさし眼科クリニック  

荒木歯科医院  

あきよし調剤薬局むさし店  

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

293-8000 

0968-25-2191 

248-8181 

232-5011 

294-0882 

232‒4426 

232-5151 

248-2155 

0968-25-2906 

293-3003 

344-2385 

0968-38-2222

348-6305 

0968-38-7070 

293-1411 

232-4456 

0968-25-2046 

232-7550 

0968-25-2230 

248-6390 

0968-25-1478 

340‒2223 

大津町

菊池市

合志市

菊陽町

大津町

菊陽町

菊陽町

合志市

菊池市

大津町

合志市

菊池市

合志市

菊池市

大津町

菊陽町

菊池市

菊陽町

菊池市

合志市

菊池市

菊陽町

第36回菊陽町夏まつり

日曜窓口開庁（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

２１日日

１４日日

２８日日

７日日

※医療機関の都合などにより変更になる場合もありますので、
最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯科医・薬局
を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

図書館午後１時閉館

図書館休館日
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